
 
 

東京都南多摩保健医療圏  

地域保健医療推進プラン 

事業実施状況 

 

 

 

 

 

南多摩地域保健医療協議会 

地域医療・地域包括ケア部会所管分 

本プランは、圏域全体の保健医療を総合的に推進するための包括的な計画として位

置付けられており、圏域各市の個別の取組を比較するものではない。 

なお、圏域各市における各事業の取組は、各市の実情に応じて実施されており、そ

の実施体制や方針等もそれぞれ異なるため、進行管理において、単純な横並びや比較

ができるものでもない。 
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整理番
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指標に係る取組状況
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野
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摩
市

稲
城
市

南多摩保健医療圏地域保健医療推進プラン　　事業実施状況

項 目 第１章第２節　１－２－１　高齢者への支援

重 点 プ ラ ン ２　認知症の人の増加（若年性を含む）に伴う適切なケアの確保および地域社会全体で支える環境の整備

・認知症地域支援推進員を、各地域包括支援センターに1名配置し、地域の実情に合わせた取
組を展開
・認知症の正しい理解と知識の普及を図るため、認知症サポーター養成講座を各高齢者あんし
ん相談センターにて年6回以上開催
・チームオレンジの取り組みの推進及び社会参加体制整備事業・認知症の人の社会参加推進
事業を実施し、認知症になっても地域とのつながりを保ち、希望する暮らしを続けられるような環
境を整備
・常設の家族介護者向けカフェを設置し、家族介護者の相談に対応
≪新たに取り組んだ点・変更点≫
認知症当事者をはじめとした地域の多様な主体が参加する話し合いの場を設置し、福祉分野・
地域企業・市民等が協力し、当事者の強みを生かした社会参加の機会を創出した。

・認知症カフェ（Dカフェ）の実施及び地域での開催支援
・「認知症とともに生きるまち」について地域住民や専門職等とともに考えるワー
クショップの実施
・認知症普及啓発イベント「まちだDサミット」の実施
・認知症に関する相談事業（認知症電話相談、臨床心理士相談、医師による物
忘れ相談）の実施　　等

・認知症カフェ（Dカフェ）の実施及び地域での開催支援
・「認知症とともに生きるまち」について地域住民や専門職等とともに考えるワークショップの実施
・認知症普及啓発イベント「まちだDサミット」の実施
・認知症に関する相談事業（認知症電話相談、臨床心理士相談、医師による物忘れ相談）の実
施
・認知症の人の家族介護者等に対する支援（支援ニーズ調査及び利用できるサービスをまとめ
たパンフレットの作成）
≪新たに取り組んだ点・変更点≫
認知症の人の家族介護者のニーズを把握するため、認知症の人を介護している家族の方を対
象に、既存のサービスの認知度や介護する上での困りごと、必要な支援等についてのアンケー
ト及びヒアリング調査を実施した。調査結果をもとに、認知症の人の家族介護者等が利用できる
サービスを一覧にしたパンフレットを作成した。

指 標 認知症の人や家族の地域生活を支える介護サービス体制の整備　⇒　充実する

▶地域の実情やニーズを踏まえた認知症施策の取組状況

【ベースライン値】令和6年3月31日現在（5年度） 令和7年3月31日現在（6年度）

・認知症地域支援推進員を、各地域包括支援センターに1名配置し、地域の実情
に合わせた取組を展開
・認知症の正しい理解と知識の普及を図るため、認知症サポーター養成講座を
各高齢者あんしん相談センターにて年6回以上開催
・チームオレンジの取り組みの推進及び社会参加体制整備事業・認知症の人の
社会参加推進事業を実施し、認知症になっても地域とのつながりを保ち、希望す
る暮らしを続けられるような環境を整備
・常設の家族介護者向けカフェを設置し、家族介護者の相談に対応

・認知症を知る月間の実施（パネル展示、本人ミーティング、認知症サポーター養
成講座、映画上映、RUN伴日野、オレンジネックストラップの着用）
・認知症家族介護者交流会の実施　　等

・認知症を知る月間の実施（パネル展示、本人ミーティング、認知症サポーター養成講座、映画
上映、RUN伴日野、オレンジネックストラップの着用、市・包括等へウェットティッシュ配布、市内
小学４年生と中学２年生へポケットティッシュの配布）
・認知症家族介護者交流会、オレンジ広場（認知症カフェ）、オレンジ広場交流会（認知症カフェ
関係者の活動内容報告および交流の場）の実施
・認知症検診実施による早期治療・早期発見の取組み
・市内精神病院および認知症疾患医療センターと連携し、未受診未治療の方を支援に繋げる認
知症初期集中支援事業の実施

・初期集中支援チームの活用を上げるため、地域ケア会議へスーパーバイズとし
て参加することを業務内容に追加
・認知症サポーターステップ講座を受講後、登録を行い認知症の人とともに活動
する伴走者となるオレンジパートナーを増員。認知症の人が自分らしく活動でき
るようにチームオレンジを、市内の認知症当事者会に設置。（市内第１号チーム
オレンジ）
・認知症施策推進協議会を設置し、認知症当事者会と認知症家族介護者の会の
委員も含め多摩市の認知症施策について検討　　等

・初期集中支援チームを地域ケア会議へスーパーバイズとして活用。
・認知症サポーターステップアップ講座を受講後、登録を行い、認知症の人とともに活動する伴
走者となるオレンジパートナーを増員。
・児童・青少年向けの啓発強化のため、キッズ向けチラシを作成・配布。
・認知症施策推進協議会にて、認知症当事者会と認知症家族介護者の会の委員も含め、多摩
市の認知症施策について検討　等

・認知症地域支援推進員（２名）が中心となり、地域包括支援センター（４か所）や
ケアマネージャーと連携し、本人や家族の相談・支援を実施
・認知症初期集中支援チームによる自宅訪問や相談を行い、医療や介護サービ
スにつながらない認知症の方への支援を実施
・介護者や家族等が相談や交流、情報交換を行う「介護者交流会」「家族介護教
室」を開催　　等

・認知症地域支援推進員（２名）が中心となり、認知症地域支援推進員がいない地域でも地域包
括支援センター（４か所）やケアマネージャーと連携し、本人や家族の相談・支援を実施できるよ
う市全体で取り組んでいる。
・認知症初期集中支援チームによる自宅訪問や相談を行い、医療や介護サービスにつながらな
い認知症の方への支援を実施
・介護者や家族等が相談や交流、情報交換を行う「介護者交流会」「家族介護教室」を開催等
≪新たに取り組んだ点・変更点≫
・脳の健康度測定会（認知症検診）の実施
・普及啓発のための庁舎内ロビー展示の実施
・共生型認知症カフェの開始、本人ミーティング型認知症カフェの内容の見直し
・中学生向け認知症サポーター養成講座の内容を刷新



整理番
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指標に係る実績データ

指 標 重症心身障害児（者）、医療的ケア児の療養支援　⇒　充実する

南多摩保健医療圏地域保健医療推進プラン　　事業実施状況

項 目 第１章第２節　１－２－２　障害者への支援

重点プ ラン １　重症心身障害児（者）、医療的ケア児の療養支援の推進

▶医療的ケア児コーディネーター養成研修修了者
▶心身障害、長期療養児の家庭訪問の実数の合計
▶心身障害、長期療養児の個別に関わる関係機関連絡及び連携数

【ベースライン値】令和6年3月31日現在（5年度） 令和7年3月31日現在（6年度）

実

績

値

養成研修修了者数（人）

八王子市 4

町田市 0

日野市 7

多摩市 6

稲城市 3

令和5年度　医療的ケア児等コーディネーター

実数（回）

八王子市 26

町田市 54

日野市 33

多摩市 6

稲城市 0

南多摩保健所 19

令和5年度　心身障害、長期療養児の家庭訪問

令和5年度　心身障害、長期療養児の個別に関わる関係機関

連絡及び連携数（回）

八王子市 310

町田市 818

日野市 18

多摩市 20

稲城市 0

南多摩保健所 672

養成研修修了者数（人）

八王子市 2

町田市 0

日野市 7

多摩市 8

稲城市 5

令和6年度　医療的ケア児等コーディネーター

実数（回）

八王子市 21

町田市 43

日野市 52

多摩市 2

稲城市 0

南多摩保健所 22

令和6年度　心身障害、長期療養児の家庭訪問

令和6年度　心身障害、長期療養児の個別に関わる関係機関

連絡及び連携数（回）

八王子市 286

町田市 416

日野市 43

多摩市 25

稲城市 0

南多摩保健所 678



整理番
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指標に係る実績データ

指 標 在宅人工呼吸器使用難病患者の災害時個別支援計画の作成及び支援　⇒　推進する

南多摩保健医療圏地域保健医療推進プラン　　事業実施状況

項 目 第１章第２節　１－２－３　難病患者への支援

重点プ ラン ２　難病患者の災害時支援体制整備の推進

▶在宅人工呼吸器使用難病患者の災害時個別支援計画作成数
▶在宅人工呼吸器使用難病患者の災害時個別支援に関する市等との連絡会実施回数

【ベースライン値】令和6年3月31日現在（5年度） 令和7年3月31日現在（6年度）

実

績

値

令和5年度　在宅人工呼吸器使用難病患者の

災害時個別支援計画

作成数（件）

八王子市 56

町田市 20

日野市 19

多摩市 7

稲城市 9

令和5年度　在宅人工呼吸器使用難病患者の

災害時個別支援に関する市等との連絡会

実施回数（回）

八王子市 2

町田市 0

日野市 1

多摩市 0

稲城市 2

南多摩保健所 1

令和6年度　在宅人工呼吸器使用難病患者の

災害時個別支援計画

作成数（件）

八王子市 51

町田市 19

日野市 21

多摩市 5

稲城市 7

令和6年度　在宅人工呼吸器使用難病患者の

災害時個別支援に関する市等との連絡会

実施回数（回）

八王子市 2

町田市 0

日野市 1

多摩市 1

稲城市 3

南多摩保健所 1
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指標に係る実績データ

指 標 地域で安心して生活を送るため、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた連携の強化　⇒　推進する

南多摩保健医療圏地域保健医療推進プラン　　事業実施状況

項 目 第１章第２節　１－２－４　精神障害者への支援

重点プ ラン ２　精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

▶精神障害者支援のための関係者による協議の開催数
▶精神地域・医療ネットワーク会議の開催

【ベースライン値】令和6年3月31日現在（5年度） 令和7年3月31日現在（6年度）

実

績

値

令和5年度　精神障害者支援のための関係者による協議

開催数（回）

八王子市 1

町田市 3

日野市 2

多摩市 2

稲城市 8

令和5年度　精神地域・医療ネットワーク会議

開催数（回）

八王子市 1

町田市 4

日野市 1

多摩市 2

稲城市 0

南多摩保健所 1

令和6年度　精神地域・医療ネットワーク会議

開催数（回）

八王子市 1

町田市 4

日野市 1

多摩市 2

稲城市 0

南多摩保健所 1

令和6年度　精神障害者支援のための関係者による協議

開催数（回）

八王子市 1

町田市 3

日野市 2

多摩市 2

稲城市 7



整理番
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指標に係る取組状況

八
王
子
市

町
田
市

日
野
市

多
摩
市

稲
城
市

指標に係る実績データ

▶（中間評価・最終評価時）「南多摩保健医療圏の在宅療養を支える社会資源の数」

実

績

値

【ベースライン値】令和6年3月31日現在（5年度） 令和7年3月31日現在（6年度）

指 標 在宅医療・介護連携推進事業の地域の実情に応じた取組　⇒　充実する

南多摩保健医療圏地域保健医療推進プラン　　事業実施状況

項 目 第１章第２節　１－２－５　在宅療養の推進

重点プ ラン ２　地域における在宅療養の推進

▶地域の実情やニーズを踏まえた在宅医療・介護連携推進事業の取組状況

【ベースライン値】令和6年3月31日現在（5年度） 令和7年3月31日現在（6年度）

・八王子中部在宅医療・介護研究会が実施する多職種連携研修会（オンライン開
催）を協賛（医師、介護、看護師、管理栄養士、介護支援専門員、言語聴覚士、歯科
医師、歯科衛生士、医療ソーシャルワーカー、事務、薬剤師、理学療法士、市が参
加）

・八王子中部在宅医療・介護研究会が実施する多職種連携研修会を医師会と共催
（医師、介護、看護師、管理栄養士、介護支援専門員、言語聴覚士、歯科医師、歯科
衛生士、医療ソーシャルワーカー、事務、薬剤師、理学療法士、市が参加）

・専門職向け研修会、多職種連携研修会、市民向け講演会、在宅医療市民向けミ
ニ講座を実施
・３か月に１回、「いなぎ在宅医療・介護相談室だより」を発行し、医療機関や居宅、
包括などの事業所に配布
・市内の研修会や講演会などに参加することで、運営の手伝いを通じた顔の見える
関係づくりや、市民に対しての在宅医療のPRを実施　　等

・稲城市在宅医療・介護連携推進協議会、急変時ルール検討部会の開催
・いなぎ在宅医療・介護相談室の相談員（以下、「相談員」）による相談対応を実施
・相談員による、稲城市在宅医療介護連携マップの更新、ケアマネジャーの稼働状
況の把握
・医療・介護関係者向けに専門職向け研修会、多職種連携研修会を実施
・地域住民に向けた在宅医療市民向けミニ講座を実施
・相談員が３か月に１回、「いなぎ在宅医療・介護相談室だより」を発行し、医療機関、
居宅介護支援事業所、地域包括支援センター等へ配布　　等
≪新たに取り組んだ点・変更点≫
・相談員の配置日を週5日に増加
・急変時ルール検討部会の設置

・「町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト」において、次の取組を実施（町田・
安心して暮らせるまちづくりプロジェクト推進協議会、医療と介護の資源マップの運
用、多職種連携研修会、ケアマネサマリーや町田市退院調整シート等各種ツール
の活用）
・医療と介護の連携支援センター（機能強化型地域包括支援センター）において、次
の取組を実施（在宅医療・介護連携に関する情報の収集・分析・課題の抽出、医療
と介護の専門職からの相談支援の実施）

・町プロにおいて、次の取組を実施（町プロ推進協議会、医療と介護の資源マップの
運用、多職種連携研修会、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）普及啓発部会、ケ
アマネサマリーや町田市退院調整シート等各種ツールの活用）
・医療と介護の連携支援センター（機能強化型地域包括支援センター）において、次
の取組を実施（医療と介護の連携支援センター主催の地域ケア会議の開催、在宅医
療・介護連携に関する情報の収集・分析・課題の抽出、医療と介護の専門職からの
相談支援の実施）
≪新たに取り組んだ点・変更点≫
・町プロにおいて、自身が望む医療やケアについて前もって考え、家族や医療・ケア
チーム等と繰り返し話し合うACPを普及するための部会を立ち上げた。部会では、
ACPを普及啓発するためのツールについて検討を実施した。
・医療と介護の連携支援センターにおいて、より質の高い医療と介護の連携に関す
る課題抽出や対応策の検討・実施を図るため、医療と介護の連携に関する地域ケア
会議を開催した。

・在宅療養ガイドブック等を活用した啓発活動の実施（地域包括支援センター、図書
館等市関係窓口等で無料配布）
・MCS（メディカルケアステーション）の活用促進に向けた取組支援（医療と介護の連
携推進勉強会での周知等）
・第3回ひの在宅医療・介護サービスフェアをイオンホールで開催し（令和5年11月11
日参加者数128名）、専門職毎の相談ブースを設置（医師、歯科医師、薬剤師、訪問
看護師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、ケアマネージャー、介護サービス
事業者、日野市立病院ケースワーカー、地域包括支援センター、社会福祉協議会）
・南多摩5市在宅療養相談窓口連絡会（年2回開催）　MCSグループの導入活用促
進　　等

・在宅療養ガイドブック等を活用した啓発活動の実施（地域包括支援センター、図書
館等市関係窓口等で無料配布）
・MCS（メディカルケアステーション）の活用促進に向けた取組支援（医療と介護の連
携推進勉強会での周知等）
・第４回ひの在宅医療・介護サービスフェアをイオンホールで開催（令和7年2月9日参
加者241名）、専門職毎の相談ブースを設置（医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護
師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、ケアマネージャー、介護サービス事業
者、日野市立病院ケースワーカー、地域包括支援センター、社会福祉協議会）
・南多摩5市在宅療養相談窓口連絡会（年2回開催）　MCSグループの導入活用促進
等

・多摩市医療介護連携推進協議会研修部会により市内外の多職種向け研修を開催
（２回）
・多職種連携を円滑にするため、「病院相談窓口一覧表」「訪問看護ステーションリ
スト」を作成。問い合わせの増加により他科併用医療機関リスト（内科と認知症等）
も作成し市内医師会のホームページへ掲載
・在宅医療と高齢者在宅療養支援窓口の普及啓発のために「窓口ニュース」を年２
回の発行を継続
・訪問看護ステーションと医師会との連絡会を企画、開催　　等

・多摩市医療介護連携推進協議会研修部会により市内外の多職種向け研修を開催
（２回）テーマは在宅療養の4つの場面のうち「急変時への対応」について
・多職種連携を円滑にするため、「病院相談窓口一覧表」「訪問看護ステーションリス
ト」を作成。問い合わせの増加により他科併用医療機関リスト（内科と認知症等）も作
成し市内医師会のホームページへ掲載
・在宅医療と高齢者在宅療養支援窓口の普及啓発のために「窓口ニュース」を年２回
の発行を継続
・訪問看護ステーションと医師会との連絡会を企画、開催　　等

【南多摩保健医療圏の在宅療養を支える社会資源の数】

施設種別 所在数 施設種別 所在数

(1)在宅療養支援診療所 102か所 (7)訪問リハビリテーション 26事業所

(2)在宅療養支援病院 11か所 (8)通所リハビリテーション 43事業所

(3)在宅療養支援歯科診療所 59か所 (9)介護老人保健施設 22施設

(4)訪問薬剤指導実施薬局 259か所 (10)栄養ケア・ステーション 13か所

(5)訪問看護ステーション 136事業所 (11)訪問介護事業所 533事業所

(6)居宅介護支援事業所 289事業所



整理番
号

14
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指標に係る取組状況

南
多
摩
保
健
所

指 標 脳梗塞に対する脳血管内治療　⇒　推進する

南多摩保健医療圏地域保健医療推進プラン　　事業実施状況

項 目 第１章第２節　１－２－６　医療連携体制の推進

重点プ ラン １(2)　地域における脳血管内治療の医療連携の推進

【ベースライン値】令和6年3月31日現在（5年度） 令和7年3月31日現在（6年度）

・南多摩保健医療圏脳卒中医療連携協議会の開催
・圏域において脳卒中に関わる医療・介護従事者を対象に脳卒中パス合同会議の
開催
・市民公開講座の開催
・東京都循環器病対策推進協議会の参加

・南多摩保健医療圏脳卒中医療連携協議会の開催
・圏域において脳卒中に関わる医療・介護従事者を対象に脳卒中パス合同会議の開
催
・市民公開講座の開催
・東京都循環器病対策推進協議会の参加

▶脳卒中医療連携協議会における脳血管内治療推進の取組

項 目 第１章第２節　１－２－６　医療連携体制の推進

重点プ ラン ２(3)　糖尿病医療連携体制の推進

指 標 「糖尿病地域連携の登録医療機関」制度の活用　⇒　推進する

▶糖尿病医療連携推進検討会における制度活用を推進する取組（医療機関、患者への普及啓発等）

【ベースライン値】令和6年3月31日現在（5年度） 令和7年3月31日現在（6年度）

・南多摩保健医療圏糖尿病医療連携検討会の開催
・市民向け講演会の開催
・地区部会による学習会の開催
・医療従事者向け症例検討会の開催
・糖尿病連携手帳等の普及啓発ポスターの作成、配布
・糖尿病予防、重症化防止啓発用グッズの作成、配布
・糖尿病地域連携登録医療機関のリスト作成、実績報告
・糖尿病連携マップ、治療マニュアルの配布

（事務局調整中のため、必須事業を保健所が代行）
・糖尿病地域連携登録医療機関のリスト作成、実績報告
・登録医療機関の実績報告にかかるデンタル化アンケート実施
・報告会（検討会の代わりとして）の開催
・次年度事務局（委託先）確保のため関係機関と調整

▶脳血管疾患患者の年齢調整死亡率（人口１０万対・男女別）

実
績
値

【ベースライン値】令和6年3月31日現在（5年度） 令和7年3月31日現在（6年度）

男性：　６２．５　女性：　６２．３（間接法・令和３年） 男性：　６１．４　女性：　６０．４（間接法・令和４年）
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指標に係る取組状況

南
多
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所

指 標 保健・医療等関係者への研修　⇒　充実する

南多摩保健医療圏地域保健医療推進プラン　　事業実施状況

項 目 第３章　３－１　人材育成研修等の充実

重点プ ラン １　保健医療等従事者向け研修の充実

▶保健・医療等関係者の質の向上・人材育成を目的とした研修・講演会等の実施状況

【ベースライン値】令和6年3月31日現在（5年度） 令和7年3月31日現在（6年度）

・南多摩保健医療圏人材育成研修（新任期保健師、栄養士、歯科衛生士）の実施
・食育推進担当者研修の実施
・政策トピックス研修（災害対策）の実施
・南多摩保健医療圏地域保健医療福祉フォーラムの実施
・南多摩保健医療圏5市3保健所統括保健師・調整担当保健師等連絡会の実施
・大学生の健康づくりネットワーク会議の開催

・南多摩保健医療圏人材育成研修（新任期保健師、中堅期保健師、栄養士、歯科衛
生士）の実施
・食育推進担当者研修の実施
・政策トピックス研修（災害対策）の実施
・自殺対策推進研修
・南多摩保健医療圏地域保健医療福祉フォーラムの実施
・南多摩保健医療圏5市3保健所統括保健師・調整担当保健師等連絡会の実施
・大学生の健康づくりネットワーク会議の開催

≪新たに取り組んだ点・変更点≫
人材育成研修（中堅期保健師）の実施


